
2013

№187

15 かしはら市議会だより

大
き
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
備
え
、

少
し
手
を
加
え
る
こ
と
で
貯
水
量

が
増
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
改
修
し

て
で
も
貯
水
量
を
増
や
す
べ
き
で

は
。
考
え
は
。

た
め
池
は
、
農
業
か
ん
が
い

用
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
も
の
で
、

能
力
的
に
用
水
地
域
に
見
合
っ
た

貯
留
容
量
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、

治
水
が
可
能
で
構
造
上
の
問
題
を

ク
リ
ア
し
た
上
で
、
地
元
管
理
者

や
地
権
者
等
の
理
解
と
協
力
が
必

要
と
な
る
。
厳
し
い
現
状
だ
が
、

今
年
度
、
た
め
池
の
一
斉
点
検
を

予
定
し
て
お
り
、
治
水
利
用
な
ど

の
可
能
性
も
含
め
現
地
確
認
等
を

実
施
し
た
い
。

近
隣
市
町
村
と
の
連
携

８
月
19
、
20
日
に
明
日
香
村

で
断
水
が
あ
っ
た
。
本
市
か
ら
ポ

ン
プ
車
等
が
救
援
に
向
か
っ
た
と

聞
い
た
が
。

明
日
香
村
か
ら
断
水
の
状
況

と
給
水
車
の
必
要
性
の
連
絡
が
あ

り
、
そ
れ
に
応
じ
た
。
日
ご
ろ
か

ら
の
連
携
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

「
橿
原
・
高
市
広
域
圏
計
画
」

に
は
、「
災
害
に
強
い
国
土
構
造

へ
の
再
構
築
」、「
暮
ら
し
産
業
を

守
る
災
害
に
強
い
安
心
安
全
の
圏

域
」、「
広
域
防
災
危
機
管
理
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」、「
持
続
可
能
な
環
境

を
つ
く
る
ま
ち
」
と
い
っ
た
題
名

が
並
ん
で
い
る
が
。

そ
れ
ら
は
、
特
に
国
の
全
体

計
画
に
国
土
形
成
計
画
の
中
で
戦

略
的
な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
問
題
を
抱

え
、
人
口
が
伸
び
悩
み
、
逆
に
減

少
し
て
い
る
自
治
体
が
多
い
中
、

あ
ら
ゆ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
自
前

で
提
供
す
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と

な
の
か
と
考
え
る
。
本
市
と
高
市

郡
は
生
活
圏
も
ほ
ぼ
重
な
っ
て
お

り
、
災
害
の
対
策
の
連
携
も
進
ん

で
い
る
。「
持
続
可
能
な
環
境
を

つ
く
る
ま
ち
」
と
し
て
重
要
で
あ

る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
連
携
は
。

水
道
に
つ
い
て
は
、
共
同
・

広
域
化
に
向
け
、
県
域
水
道
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
懇
話
会

を
県
及
び
近
隣
10
市
町
村
と
と
も

に
立
ち
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
本

市
と
高
取
町
と
明
日
香
村
と
で
今

年
４
月
に
橿
原
・
高
市
水
道
事
業

連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。
非

常
時
に
水
道
水
を
融
通
し
合
う
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
の
強
化
な
ど
広

域
連
携
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

一
般
ご
み
や
、
し
尿
処
理
な

ど
に
つ
い
て
、
施
設
の
処
理
能
力

に
も
よ
る
が
、
地
元
理
解
を
得
ら

れ
れ
ば
、
広
域
連
携
を
進
め
る
意

識
は
持
っ
て
い
る
の
か
。

明
日
香
村
や
高
取
町
が
処
理

施
設
を
建
設
す
る
場
合
、
人
口
規

模
等
か
ら
単
独
で
は
国
の
交
付
金

は
受
け
れ
な
い
。
現
在
ご
み
処
理

は
、
明
日
香
村
は
自
前
の
焼
却
場

で
処
理
し
、
高
取
町
は
南
和
広
域

衛
生
組
合
の
施
設
で
処
理
し
て
い

る
。
し
尿
は
、
明
日
香
村
は
葛
城

広
域
事
務
組
合
へ
処
理
委
託
し
、

高
取
町
は
財
政
的
に
厳
し
い
こ
と

か
ら
期
限
付
き
で
本
市
で
処
理
を

受
け
て
い
る
。
焼
却
場
や
し
尿
処

理
場
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
方
々
と
約
束
を
し
た
中
で
、

信
頼
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

今
す
ぐ
に
広
域
化
は
難
し
い
。

今
す
ぐ
に
で
は
な
く
長
期
的

な
目
で
見
て
、
高
取
町
と
明
日
香

村
と
環
境
衛
生
部
門
の
広
域
化
の

連
携
を
深
め
て
は
ど
う
か
。

高
取
町
や
明
日
香
村
と
は
、

行
政
間
協
力
が
進
ん
で
い
る
。
環

境
行
政
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
広

域
圏
の
基
本
計
画
の
中
で
検
討
項

目
に
上
げ
て
い
る
が
、
地
元
の

方
々
と
の
協
議
を
経
て
、
検
討
し

て
い
く
項
目
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

自
治
体
の
広
域
連
携
化
と
公

共
施
設
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
集
約

す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
化
は
、

言
葉
は
違
う
が
、
内
容
的
に
は
同

義
だ
と
考
え
る
。
市
長
の
認
識
は
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
化
は
、

横
に
広
が
り
過
ぎ
た
機
能
、
機
構

を
１
カ
所
に
集
約
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
本
市
と
し
て
は
、
大
和

八
木
駅
か
ら
橿
原
神
宮
前
駅
ま
で

を
都
市
軸
と
し
て
、
集
約
す
る
方

法
が
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
考
え
る
。

こ
れ
を
う
ま
く
利
用
し
て
も
ら
い

よ
い
連
携
が
と
れ
れ
ば
と
考
え
る
。

表
現
の
仕
方
は
違
う
か
も
し
れ
な

い
が
、
思
い
は
一
緒
と
考
え
る
。

広
域
化
に
は
、
様
々
な
部
門
が
あ

り
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
進
め
た
い
。

一般質問
森
下
み
や
子

森
下
み
や
子

（
公
明
党
）

不

妊

治

療

子
ど
も
が
で
き
な
く
て
悩
む

夫
婦
を
支
援
す
る
取
り
組
み
と
し

て
不
妊
治
療
が
あ
り
、
特
定
不
妊

治
療
と
一
般
不
妊
治
療
が
あ
る
。

体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
は
、
１

回
の
治
療
費
が
高
額
で
あ
る
。
平

成
16
年
度
よ
り
国
・
県
に
お
い
て

特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成
す
る
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
１
回
の
治
療

に
つ
き
15
万
円
を
限
度
に
、
１
年

目
は
３
回
、
２
年
目
以
降
は
年
２

回
ま
で
５
年
間
、
通
算
10
回
ま
で

助
成
を
実
施
し
て
い
る
。
現
行
で

は
年
齢
制
限
が
な
か
っ
た
が
、
厚

生
労
働
省
は
、
制
度
を
見
直
し
、

対
象
を
42
歳
ま
で
と
し
、
平
成
28

年
度
か
ら
始
め
る
と
決
め
た
。
移

行
期
間
は
来
年
度
か
ら
２
年
間
で
、

こ
の
間
は
年
齢
制
限
を
行
わ
な
い

が
、
助
成
回
数
の
上
限
を
現
行
の

10
回
か
ら
、
年
齢
に
応
じ
３
回
〜

６
回
に
す
る
。
移
行
期
間
に
影
響

を
受
け
る
市
民
の
数
は
。
不
妊
治

療
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
々
の
実
態

の
把
握
と
対
策
は
。

平
成
24
年
度
の
助
成
件
数
は
、

桜
井
保
健
所
管
内
で
２
５
６
件
、

う
ち
本
市
分
は
１
３
５
件
で
、
実

人
数
77
名
が
助
成
を
受
け
て
い
る
。

妊
娠
を
望
む
カ
ッ
プ
ル
の
10
％
が

不
妊
症
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
態

把
握
は
難
し
く
、
ま
だ
把
握
し
て

い
な
い
。
対
策
と
し
て
は
、
県
の

相
談
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
し
、
市
で
は

橿原・高市広域圏計画
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